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4

直流回路の電圧と電流
　　オームの法則
　　抵抗の直列接続・並列接
続
　　電池の接続

・電荷の保存性、電流の連続性と起電力・電位差・電圧を正しく理解させる。ま
た、計算能力と理論と応用を学び、実際に活用する能力を育てる。
・オームの法則、抵抗の直列接続、並列接続、電池の接続、キルヒホッフの法則に
ついて理解させ、キルヒホッフの法則を用いた計算に習熟させる。

5

直流回路の電圧と電流
　　オームの法則
　　抵抗の直列接続・並列接
続
　　電池の接続

・電荷の保存性、電流の連続性と起電力・電位差・電圧を正しく理解させる。ま
た、計算能力と理論と応用を学び、実際に活用する能力を育てる。
・オームの法則、抵抗の直列接続、並列接続、電池の接続、キルヒホッフの法則に
ついて理解させ、キルヒホッフの法則を用いた計算に習熟させる。

6

電力と熱エネルギー
　　電流の発熱作用
　　電力と電力量
　　熱と電気

・ジュール熱について理解を深め、電力・電力量について、計算能力と理論と応用
を学び、実際に活用する能力を育てる。
・電流の発熱作用、電力と電力量、温度上昇と許容電流、ゼーベック効果、ペルチ
エ効果などについて理解させる。

7

電気抵抗
　　抵抗率と導電率
　　電流の化学作用と電池 ・抵抗率・導電率・絶縁抵抗・接触抵抗・接地抵抗について具体的に理解させる。

また、学ぶに当たり、計算能力と理論と応用を学び、実際に活用する能力を育て
る。
・ファラデーの法則、一次電池、二次電池について理解させる。

9

電流と磁界
　　磁石と磁気
　　電流による磁界
　　磁界の強さ

・クーロンの法則は物理的な意味を理解させた後に、計算問題を解く方法に習熟さ
せる。
・アンペアの右ねじの法則について理解させ、電流によってどのような磁界がつく
られるかを理解させる。
・点磁荷による磁界の強さ、電流のつくる磁界の大きさについて理解させる。
・アンペアの周回路の法則について理解させ、磁界の大きさを求める計算ができる
ようにする。

10

磁界中の電流に働く力
　　電磁力
　　コイルに働くトルク

電気に関する基礎的な知識と技術を習得させることを目的とする。磁界中の電流に
働く力の向きを正しく理解できるようにする。また、学ぶに当たり、計算能力と理
論と応用を学び、実際に活用する能力を育てる。

11

磁界中の電流に働く力
　　電磁力
　　コイルに働くトルク
　　磁性体と磁気回路

・磁界中の電流に働く力の向きを正しく理解できるようにする。また、学ぶに当た
り、計算能力と理論と応用を学び、実際に活用する能力を育てる。

12

電磁誘導と電磁エネルギー
　　電磁誘導
　　インダクタンス
　　電磁エネルギー

・誘導起電力の向きを正しく理解し、大きさを求めることができるようにする。
・インダクタンス・電磁エネルギーについて正しく理解させる。また、計算能力と
理論と応用を学び、実際に活用する能力を育てる。

1

電荷と電界
　　電界と電界の強さ
　　電位と静電容量

・帯電現象、静電現象を理解させ、クーロンの法則を使えるようにする。
・電界の概念、電位の概念、静電容量について理解させる。また、電荷と電界を学
ぶに当たり、計算能力と理論と応用を学び、実際に活用する能力を育てる。

2

コンデンサ
　　コンデンサの接続 ・コンデンサに電荷が蓄積される現象やコンデンサの直並列したとき、電荷がどの

ように蓄積されるか、コンデンサの種類や用途について理解させる。また、コンデ
ンサを学ぶに当たり、計算能力と理論と応用を学び、実際に活用する能力を育て
る。

3

交流回路
　交流の基礎
　Ｒ、Ｌ、Ｃの働き

・正弦波交流の発生原理、角周波数と周波数の関係、正弦波交流の瞬時値と実
効値・平均値などについて理解させる。
・ベクトル表現、Ｒ、Ｌ、Ｃ単独回路とＲＬ・ＲＣ・ＲＬＣ直列回路および並
列回路に関するベクトル表現と計算方法などについて理解させる。また、コン
デンサを学ぶに当たり、計算能力と理論と応用を学び、実際に活用する能力を
育てる。
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東京都立府中工業高等学校

電気基礎　基本式の理解と活用（実教出版）

定期考査の点
数、小テス
ト、課題、
ノートの提
出・授業への
取組みを総合
的に判断し、
評価する。

教科：（工業）　科目：（１年　電気基礎）　　単位数：【３単位】

（４組：　皆川　升田　）（５組：　皆川　升田　）

電気基礎１・２（実教出版）


